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事業概要

※シェアは2022年度実績、当社推定
※売上構成比は2022年度実績。セグメント間の内部取引等を消去・調整する前の金額に基づき算出。

シェア 1位*

飲料自販機

自販機
（国内 91% ／ 海外9%）

MCU
双方向
通信機

国 内 海 外

大容量対応
飲料自販機

中国飲料機
シェア 1位*

タイ
シェア１位*

加冷熱
ITロッカー

冷蔵物品
自販機

冷凍自販機 食品自販機

主な納入先

（海外）

・飲料メーカー
・コンビニ
・自販機活用SIer

<飲料機>

<食品機/物品機>

店舗流通
（国内 100% ）

冷凍・冷蔵
ショーケース

店舗
トータルソリューション

自動釣銭機

自販機コンビニ

カウンター什器

主な納入先

・コンビニ ・スーパー ・POSメーカー

売上高（2022年度実績）

953億円
（国内 96% ／ 海外 4%）

自販機
49%

店舗流通
51%

食品機
物品機

飲料機

コンビニ向け商材

スーパー
POSメーカー
向け商材

省エネ型
飲料自販機

高付加価値
自販機

（国内）

・飲料メーカー
・食品メーカー
・外食チェーン（自販機活用）
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1,136
1,044

766
908 953 960

1,200

58
38

-53

30
44 50

85

国内

1,032 国内

730

国内

857

国内

911

国内

918
国内

900

国内

977

業績推移
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2023年度
経営計画

〇営業利益

〇売上高

〇営業
利益率

単位：億円

2023年度
中期計画

2022年度
実績

2021年度
実績

2020年度
実績

2018年度
実績

【2019年度～2022年度（4年間）】

■ 高付加価値商材の展開拡大
■ 価格改定
■ コストダウン
■ ものつくり体制／合理化推進

・海外
→マーケティング不足
→戦略転換遅れ

・国内：中期計画達成

【原計画からの変化】【2022年度】

・コロナ影響による大幅な市況悪化
（日本／中国／アジア）

・構造改革による「収益性の改善」
・価格改定／シェアアップ／高付加価値化

環境
変化

成果

米中摩擦
コロナ直撃

構造改革
・人員適正化
・営業改革
・ものつくり再編

価格改定/原価低減
高付加価値商材

新分野
ものつくり再編

更なる価格戦略
高付加価値化
新分野の拡大

※残存リスクを
保守的にすべて織込み

※過去の「負の資産」を清算し
24年度以降、健全な経営へ

5.1%

3.7%

-6.9%

3.3%
4.6%

5.2%

7.1%

2019年度
実績

(※損失引当計上)
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２０２３年度 市況の見方
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市況の見方（２０２３年度）

対前年 コメント

自販機

国内

２０２２年度並みと想定

<市場ニーズ>

・既存(飲料)：自販機投資は前年並

・新規(食品/冷食)：「新たな自販機活用顧客」の需要が継続

中国 顧客ニーズの多様化により市場回復傾向

<市場ニーズ>

・飲料メーカー：「中国のリプレース需要」「省エネ/環境対応」

・コンビニ：「サテライト展開による自販機活用」「多品種商品販売」
東南
アジア

店舗流通 国内

２０２２年度から微増の見込み

<市場ニーズ>

・環境負荷軽減(省エネ）に対応した「改装需要」の高まり

・「省人化」「食品ロス削減」「非接触」「非対面」「サテライト展開」

(横ばい)

(横ばい)

(横ばい)

(横ばい)



©2023 Fuji Electric Co., Ltd. All rights reserved.

2019年度
実績

2020年度
実績

2021年度
実績

2022年度
実績

2023年度
経営計画

2019年度
実績

2020年度
実績

2021年度
実績

2022年度
実績

2023年度
経営計画

2019年度
実績

2020年度
実績

2021年度
実績

2022年度
実績

2023年度
経営計画

530

359
413

465 467

514

407

495
487 493

1,044

766

908
953 960

977

730

857
911 918

67

35

51
42 42

1,044

766

908
953 960

38

-53

30

44
50

3.3%

5.2%

-6.9%

3.7%

4.6%

２０２３年度 事業計画

営業利益・営業利益率（億円）サブセグメント別売上高（億円） 国内・海外別売上高（億円）

「更なる収益性の改善」および「トップラインの拡大」により、増収増益を計画

22年→23年増減

+7

自販機

店舗
流通

海外

国内

+6

+2

+6+7
+0

+7

22年→23年増減 22年→23年増減
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２０２３年度 営業利益計画（対前年）

2022年度
実績

損益改善計 ： ＋６億円

2023年度
計画

成長投資

素材価格高騰などの悪化影響は、「価格改定」「原価低減」「新分野開拓」で、リカバリー

単位：億円

44
（4.6％）

素材価格高騰
動力費高騰

価格改定等

原価低減 50
（5.2％）

※確定済

素材価格高騰などの悪化影響は
「価格改定」「原価低減」で、リカバリー

新規開拓

案件影響
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２０２３年度 事業方針

重点施策

・収益力の強化 ： 高付加価値商材の展開拡大／コストダウン／合理化推進

・トップラインの拡大 ： 市場ニーズに対応した「製品/ソリューション」提案

■自販機 ・国内：「トップシェアの堅持」 と 「高付加価値機」「価格戦略」の展開

・海外：ニーズに対応した「差別化戦略」の推進 と 「サービス体制」の構築

■店舗流通 ・コンビニ顧客に向けた「高付加価値機」の展開と「シェアアップ効果」の刈り取り

・顧客売上拡大に寄与する「新規商材」の展開

■共通 ・「新分野の開拓」 と 「ニーズに対応した新商材」の投入

・事業規模に見合った「ものつくり世界２拠点体制」による効率的な運営

事業方針
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食品流通 収益性改善の施策

-100%

-80%

-60%

-40%

-20%

0%

20%

40%

60%

80%

・素材価格高騰の「価格転嫁」に加え、商品価値に見合った価格の引き上げ
・シェアは高いレベルで維持

【高付加価値商材の展開拡大】

新規分野

顧客提供価値を高め、高付加価値商材で「収益力改善」

既存分野

【更なる固定費の削減】

■ものつくり再編

→世界５拠点体制 から 「世界２拠点」体制へ

事業規模にあったものつくり体制再編の効果抽出

■間接合理化

→業務効率の向上

→セールスオペレーションの深化

2010年

サステナ
自販機

省エネ機器
ショーケース

【国内自販機 価格改定】

シェア ４０％ ３年連続の値上げ

12年 14年 16年 18年 20年 21年 22年 23年

アイスケース上部フード LED照明

外食コーヒー 加冷熱ITロッカー
IoTサービス

決定済

シェア 70%

指数

100
78

105

(海外)
カウンター機材

物販自販機冷凍自販機

9

【コストダウン】

トータルコストダウン

原価低減

プラットフォーム設計の水平展開
内製化/国内回帰

ダウンサイジング、省資源化

操業効率向上

工場全体の整流化、LT短縮
自働化/合理化投資

生産性向上

部品共通化
機種統廃合

モジュール生産

23年
モデル



©2023 Fuji Electric Co., Ltd. All rights reserved.

ものつくり体制

10

東南アジア
市場へ輸出

三重工場
（三重富士）

国内子会社

DFB*

第１工場

海外子会社

中国
（大連）

清算

「第２工場」へ集約

統合

中国へ
機能移管

事業規模に見合った「ものつくり体制」を再編 （世界５拠点）→（世界２拠点）

＜国内＞
・マザー工場：拠点支援

・国内向け製品生産

（国内自販機）

（ショーケース・自動釣銭機）

（カウンター機材）

＜中国＞
・「中国」及び「東南アジア」向け
自販機生産

・グローバル共通部品の生産

* DFB：大連富士冰山自動販売機社

19年度　実績 22年度　実績 23年度　予算

変動費

固定費

BEP 対19年比
▲20%

＜食品流通事業本部 事業体質＞

19年度
実績

22年度
実績

23年度
計画

（21年）

（22年）

（22年）
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トップメーカーとして、顧客への提供価値を高め、「高付加価値商材」を展開

堅牢
冷熱
技術

搬出
技術

防水

コア技術

＜飲料メーカー＞ ＜新たな自販機活用顧客＞

冷凍自販機

＜提供価値＞

非接触

24時間営業

非対面

新型自販機

＜提供価値＞

商品多様化

ロッカー型 薬自販機 量売り

高
付
加
価
値
化

省力 食ロス

サステナ自販機

＜提供価値＞

省エネ 双方向

キャッシュレス

オペレーション改善

効果的売上拡大

サステナ
自販機

IoTサービス

＜ニーズ＞
SDGｓ対応／オペレーション効率化／省人化

＜ニーズ＞
24時間営業／食ロス／大型中身商品の対応

新規顧客開拓
＜外食チェーン＞

・22年度実績：200社
・23年度目標：300社

双方向通信

脱プラ

従来機

ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾌﾟﾗｲｼﾝｸﾞ

開発

11

国内自販機 ： 高付加価値商材の展開拡大
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＜中国＞ ＜アジア＞

＜飲料メーカー＞ ＜店舗系顧客＞
（デリバリー、物流）（コンビニ）

省エネ飲料機

＜差別化ﾎﾟｲﾝﾄ＞

ITﾛｯｶｰ／ｺｰﾋｰ機
食品機

＜差別化ﾎﾟｲﾝﾄ＞

搬送技術

加熱/冷蔵/常温

大型ペットボトル

省エネ 冷熱

省エネ（既設機のリプレース） 加冷熱商材販売 非対面

＜飲料メーカー＞
＜コンビニ＞

＜自販機活用SIer＞
（電子マネー決済会社）

省エネ飲料機

＜差別化ﾎﾟｲﾝﾄ＞

食品自販機

＜差別化ﾎﾟｲﾝﾄ＞

搬送技術

省エネ

大型ペットボトル

省エネ 冷熱

省エネ サテライト店舗化 電子マネー普及

冷熱

13年14年15年16年17年18年19年20年21年22年23年 24年25年26年 13年14年15年16年17年18年19年20年21年22年23年 24年25年26年

＜ニーズ＞ ＜ニーズ＞

市場形成 コロナ
再成長コロナ

米中摩擦
ニーズ多様化

23年：飲料メーカ
リプレース需要

中国自販機売上高推移(億円)

23

11 13 13 161333
18 2220

ﾛｯｸﾀﾞｳﾝ

9

103

77 77
85

39

アジア自販機売上高推移(億円)

購買力の高い顧客への 「選択と集中」 「差別化戦略」

「パートナー戦略」による販路拡大／サービス体制構築

12

海外自販機 ： 差別化商材の展開拡大
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環境型ショーケース

超省エネ

自販機コンビニ

店舗稼働管理
サービス

高
付
加
価
値
化

新型
カウンター機材

カウンター機材

省エネ CO2

次世代
自動釣銭機

＜提供価値＞

ショーケース

新型外食向けコーヒー

CO2 環境冷媒 省エネ・予防保全

＜提供価値＞

省スペース 省スペース

＜提供価値＞ ＜提供価値＞

ペーパーレス 濃厚ドリップ

＜提供価値＞

抽出
技術

冷蔵
冷凍

微細
搬送

気流
制御

コア技術

「高付加価値商材」の展開 ／ 新市場の開拓

コンビニ トータルソリューション

開発中

2020年

４０％強

2021年 2022年 2023年

３０％

<コンビニ向けショーケース シェア>

＜コンビニ＞ ＜外食チェーン＞

SDGｓ 対応 ／ 省人化 ／ 省エネ性能向上
販売メニュー拡充 ／ 什器予防保全

＜ニーズ＞

自動釣銭機

店舗 コントローラ

新市場開拓

２３年
市場投入

※シェアは、当社推定
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店舗流通 ： 高付加価値商材の展開拡大
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省エネ

効率化

非接触

省エネ

省人／省力化

省人/省力化

省エネ

食ロス/廃プラ

省人/省力化

鮮度維持流通脱炭素

省エネ自販機

高付加価値自販機
(サステナシリーズ)

保冷コンテナ

冷凍自販機
物販自販機

量売り什器

システム
気流
制御

メカトロ
（搬送）

冷熱

構造
（堅牢防水）

外食向け
コーヒー

海外自販機

IoTサービス
（自販機）

IoTサービス
（店舗）

（外食）

（医薬）

（流通）

効率化

売上拡大

予兆保全

<既存分野>
高付加価値機の展開

<新分野>
コア技術をベースに

ニーズに対応した商材を展開

・超省エネ
・双方向通信
・キャッシュレス

薬自販機

ロッカー自販機

処方箋ロッカー

ディスペンサー

（IoTサービス)

移動店舗

「脱炭素」「デジタルトランスフォーメーション」といった「メガトレンド」に対し、
「コア技術」をベースに、「マーケットニーズ」に対応した「製品/ソリューション」を提供

トップラインの拡大：新分野開拓

環境型ケース(CO2)

釣銭機

カウンター什器
（スムージー）

省エネキット
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23
18

10
18

28

2019年度

実績

2020年度

実績

2021年度

実績

2022年度

実績

2023年度

経営計画

28 26
20 22 23

2019年度

実績

2020年度

実績

2021年度

実績

2022年度

実績

2023年度

経営計画

※研究開発費をテーマに応じてセグメントに分類したもので、決算短信記載の数値とは異なります。

設備投資額（億円）

増減

+10

研究開発費（億円）

増減

+1

「高付加価値製品投入」に向けた投資拡大

・高付加価値自販機、環境型ショーケース等

・SDGs、カーボンニュートラル対応の要素開発

・IoT、AIを活用した、システムビジネス商材

「合理化投資」に加え、「安定供給」投資も計画

・生産性向上に向けた投資
(合理化、自働化）

・製品安定供給に向けた投資（内製化）

15

設備投資、研究開発
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１．本資料及び本説明会に含まれる予想値及び将来の見通しに関する記述・

言明は、弊社が現在入手可能な情報による判断及び仮定に基づいておりま

す。その判断や仮定に内在する不確実性及び事業運営や内外の状況変化

により、実際に生じる結果が予測内容とは実質的に異なる可能性があり、弊社

は、将来予測に関するいかなる内容についても、その確実性を保証するもので

はありません。

２．本資料は、情報の提供を目的とするものであり、弊社の株式の売買を勧誘する

ものではありません。

３．目的を問わず、本資料を無断で引用または複製することを禁じます。
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注記


